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ＶＭＶ形 
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警 告 

注 意 

本製品をご使用・設置するにあたり、本取扱説明書をよくお読みいただき、電気工事資格者が設置、および保守・

点検を実施してください。 

なお、本製品の設置、保守・点検の際には、必ず電源が遮断されていることを確認してから実施してください。 

  

 ＜注意事項＞ 

本製品は「工場電気設備防爆指針（国際規格に整合した技術指針2008 Ex）」に適合した非点火防爆構造

のLED照明器具で、厚生労働大臣指定型式検定代行機関である公益社団法人産業安全技術協会の防爆検定に

合格しております。 

防爆構造の電気機器は爆発のおそれのある危険な場所で使用するため、取扱には十分注意し、施工前に本

取扱説明書をよくお読みいただき、正しくご使用ください。なお、本取扱説明書は本製品を設置し、電気工

事をされる方及び保守点検をされる方などの電気的専門知識、および専門知識を有する方を対象として記載

しております。 

 

＜安全上のご注意＞ 

ご使用（据付、運転、保守、点検等）の前に必ずこの取扱説明書とその他の付属書類をすべて熟読し、正

しくご使用ください。機器の知識、安全の情報そして注意事項のすべてに習熟してからご使用ください。お

読みになった後は、お使いになる方がいつでも見られるところに必ず保管して下さい。この取扱説明書では、

安全注意事項のランクを「 警告」「 注意 」として区分してあります。 

 

取扱を誤った場合に危険な状況が起こるおそれがあり、死亡または

重症を受ける可能性が想定される場合。 

 

取扱を誤った場合に危険な状況が起こるおそれがあり、中程度の障

害や軽症を受ける可能性が想定される場合、及び物的損害だけの発

生が想定される場合。 

 

警 告 

（全般） 

● 危険場所（ガスまたは蒸気の爆発性雰囲気が存在するおそれがある場合）に適合した防爆電気機器を使用

してください。 

● 活線状態で作業しないでください。必ず電源を切って作業して下さい。爆発、引火のおそれがあります。

また、感電の恐れがあります。 

● 運搬、設置、配管、運転、操作、保守、点検、の作業は、各防爆構造、電気設備の施工、関連法規など原

理および操作の知識、並びに技能を持った人が実施して下さい。爆発、引火、感電、けがのおそれがあり

ます。 

● お客様による製品の改造は絶対に行わないでください。爆発、引火のおそれがあります。 

 

（配管・配線） 

● ケーブル引込器具は4項の手順に従い確実に取り付けてください。爆発、引火の恐れがあります。 

 

（据付、調整） 

● アース用の端子を確実に接地してください。爆発、引火のおそれがあります。また、使用しない引込口は

プラグ(4個)で確実に栓をしてください。 
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（運転中） 

● 通電中に容器を絶対に開けないでください。爆発、引火の恐れがあります。 

 

（保守・点検） 

● 通電中に容器を絶対に開けないでください。爆発、引火の恐れがあります。 

 

注 意 

（全般） 

● 防爆電気機器の使用目的以外で使用しないでください。感電、けが、破損のおそれがあります。 

● 損傷した防爆電気機器を使用しないでください。けが、火災等のおそれがあります。 

● 鉻板を外さないでください。 

 

（運送・運搬） 

● 運搬時は、落下、転倒すると危険ですので、十分にご注意ください。 

 

（開梱） 

● 天地を確認の上、開梱してください。けがのおそれがあります。 

●灯具本体、トップカバーおよび第 2 項記載の付属品が同梱されています。現品が注文通りのものかどうか、

確認してください。間違った製品の設置をした場合は、けが、破損のおそれがあります。 

 

（据付・調整） 

● 防爆電気機器には絶対乗らない、ぶらさがらないでください。けがのおそれがあります。 

● 異常が発生した場合は、直ちに運転を停止してください。感電又は爆発、引火のおそれがあります。 

● 配線作業時は、器具が落下すると危険ですので、十分にご注意ください。 

 

（保守・点検） 

● 絶縁抵抗の測定の際は、周囲にガスまたは蒸気の爆発性雰囲気がないことを確認してください。爆発、引

火のおそれがあります。 

● 防爆電気機器の表面は、高温になっている場合がありますので、保守・点検の際には素手でさわらないで 

ください。やけどのおそれがあります。 

● 灯具に使用しているＯリングやパッキンの状態を確認して、密閉が十分維持されているかを必ず確認して

ください。 

● 保守点検の際のご不明な点は必ず当該製品取扱販売店経由または直接弊社までご連絡ください。 

またメーカ以外の修理は禁じていますので自社で行わないで、必ず販売元または弊社にご連絡ください。 

 

（廃棄） 

● 防爆電気機器を廃棄する場合は、一般産業廃棄物として処理してください。 
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１． 形番構成 

VMV11L 
 

2C □ / UNV1 -  JP -  ■ 
 

 

   適合ケーブル径 

 

 

 

 

 

 

 

                             

                  

                    

                  

      

      

      

      

 

 

 

 

２．付属品． 

灯具本体およびトップカバーの他に次のものが同梱されています。 

取扱説明書 ・・・・・・・・・・・・・・・・  1部 

ケーブル引込器具 ・・・・・・・・・・・・・  1個（指定の適合ケーブル径対応品：5種類のうちいずれか） 

プラグ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・  4個 

六角スパナ（呼び10） ・・・・・・・・・・・  1本 

ケーブル引込器具用止めねじ（M5） ・・・・・・ 1個 

配線キット（電線、端子各3個）・・・・・・ 1個 

 

 

 

                                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ケーブル引込器具 

トップカバー 

プラグ 

LEDドライバー：AC100～252V   

オプティックスの形状 

VMV11L: 全光束 10,935 ルーメン 

VMV9L : 全光束  9,519 ルーメン 

VMV7L : 全光束  7,404 ルーメン 

VMV5L : 全光束  5,288 ルーメン 

VMV3L : 全光束  3,515 ルーメン 

 

灯具本体 

パッキン 

なし：TYPE V 標準配光パターン 

R1A ：TYPE I 配光パターン 

   

固定用ねじ      

(すり割付き六角ボルト) 

 

 

 

12：φ10 ～ φ12 

14：φ12 ～ φ14 

以下、受注対応品 

8：φ6   ～ φ8 

10：φ8  ～ φ10 

16：φ14 ～ φ16 



CES JP002 REV.4.1 

5 / 11 

３． 仕様 

３.１ 一般仕様 

  

型式 VMV3L VMV5L VMV7L VMV9L VMV11L 

定格電圧  AC100V- 252V 

使用電圧範囲 AC90V- 277V 

周波数 50/60Hz 

消費電力 41W 67W 94W 114W 118W 

消費電流 0.2A～1.3A 

TIIS検定定格（VMV11L） 130W AC100～252V 0.5A～1.3A 

力率 90%以上 

質量 約9.5Kg 

材質（表面処理） 

本体、トップカバー：耐食アルミニウム合金 

（エポキシ粉体塗装） 

ガラス：耐熱および耐衝撃ガラス 

パッキン：シリコンゴム 

その他主要部品：ステンレス鋼 

保存温度範囲 25℃ 

使用温度範囲 -30℃ ～+55℃ 

使用相対湿度 
 

保護等級 IP66(IEC60529準拠)、NEMA4X 

照明器具関連規格 
製品は照明の国際規格IEC60598-1&-2 , UL1598  

 (JIS C8105-2-1相当)に適合 

LEDモジュールの色温度 5,000K（Typ.） 

寿命 at+40℃ (注) 約100,000時間以上（初期照度から70%以上維持時点） 

寿命 at+55℃ (注) 約60,000時間以上（初期照度から70%以上維持時点） 

CRI >70 

耐電圧 電源ライン間：2kV、対地間：4kV 

    （注：寿命は使用環境や使用条件などにより異なります。） 

 

 

３.３ 防爆仕様および型式検定合格番号 

 

 

 

 

 

 

 

                    

 

 

 

 

                                                                           

防爆構造 非点火防爆構造 

検定 

検 定 機 関 TIIS 

防 爆 性 能 Ex nA nRⅡT4 

検定合格番号 第T68322号 

使用可能危険場所 第二類危険箇所（ゾーン２） 
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３.４ 外形寸法図  
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４．設置場所についての注意事項 

・ 周囲温度が-30℃～+55℃の範囲内で使用してください。この範囲を外れる周囲温度での使用は禁止です。 

・ 温度等級はT4です。すなわち、135℃以下で引火しないガス・蒸気雰囲気下でのみ使用ください。 

T5及びT6のガス・蒸気雰囲気下では使用できません。 

・ 特別危険箇所（ゾーン０）、第一類危険箇所（ゾーン１）での設置ならびに使用はできません。 

第二類危険箇所（ゾーン２）でのみ使用可能です。 

・ 直射日光下で使用する際には、照射面に日光が当たらないように遮光カバーを必ず設置してガラス表面温度の上昇

を防止してください。 

 

本製品は下記手順に従い、また技能知識のある資格者により設置、配線して使用してください。 

① VMVシリーズは灯具本体部とトップカバーとが分離できる構造のため、まずトップカバーを取付面に固定する

場合は、M8ボルト、またはナットで強固に取り付けてください。振動により緩む恐れがある場合には、 ば

ね座金等で緩み止めの処置をしてください。 

 

② 配線に際して 

・ 使用されるケーブルは耐熱温度80℃以上のものを使用してください。  

・ 配線接続する前に、必ず電源電圧が製品仕様の記載範囲内であることを確認してください。 

・ ケーブルは厚鋼電線管やフレキシブルフィッチングといった保護管などを用いて、外傷保護を施してくださ

い。 

 

③ ケーブル引込器具（ＨＰＮ形ケーブル引込器具）の取付と入線手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図１ ケーブル引込器具分解図（構造図） 
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Ⅰ．ケーブル引込器具が使用するケーブル外径と適合し

ていることを確認してください。適合していない場

合は適合するケーブルに交換するか、ケーブル外径

に適合するケーブル引込器具に交換してください。 

ケーブル引込器具にＯリングが装着されていること

を確認してから、ケーブル引込器具をトップカバー

（5箇所より選択）に取り付けてください。取り付

けの際には、Ｏリングが確実に潰され防水性能が確

保されるようにしてください。 

また、取り付け後は、トップカバー内部で付属の緩

み止め用(Ｍ５)止めねじを締め付け、しっかりと固

定してください。(図2-1、図2-2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ．ニップルからナット（リング）、グランド、スリ

ップリング、パッキンを順に外してください。な

お、グランドは、グランドの緩み止め用止めねじ

を六角棒スパナ（呼び２）で緩めてから取り外し

てください。（図3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図2-2 ケーブル引込器具接合部の断面図 

         (ペンダントタイプ) 

トップカバー 

ケーブル引込器具 

Ｏリング 

図2-1 ケーブル引込器具接合部の断面図  

      （天井取付時） 

 

トップカバー 

ケーブル引込器具 

（またはプラグ） 

Oリング 

緩み止め用（M5）止めねじ 

緩み止め用（M5）止めねじ 

図３ 
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Ⅲ．ケーブルにナット、リング、グランド、スリップ

リング、およびパッキンの順に通します。 

（図4） 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ．ニップルにパッキンとスリップリングを入れ、 

グランドをねじ込み、パッキンを圧縮します。 

なお、ケーブル径によって異なりますが、パッ

キン締付けの基準としては、パッキン内径とケ

ーブル外径とが一致した点（ケーブルを軽く引

っ張り、ケーブルが動かない点）から以下の 

表１を基準にしてねじ込んでください。この時、

クランプ板が取り付けにくい位置にきた場合は、

グランドをその位置から±1/3回転の範囲で調

整してください。そして緩めておいたグランド

用止めねじをねじ込んでください。（図5） 

最後にナットをニップルにねじ込んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ケーブル引き込み器具とケーブルの適合性、締付トルク、回転目安 （表１） 

適合ケーブル径 ケーブル径 締め付けトルク 回転目安 有効圧縮率（％） 

Ф6～Ф8 Ф6 11.0 1回転半強 15 

Ф8 6.0 1回転強 10 

Ф8～Ф10 Ф8 11.5 1回転半強 15 

Ф10 6.5 1回転強 10 

Ф10～Ф12 Ф10 12.0 1回転半 15 

Ф12 7.0 1回転強 10 

Ф12～Ф14 Ф12 17.0 2回転 20 

Ф14 8.0 1回転強 10 

Ф14～Ф16 Ф14 18.5 1回転半 15 

Ф16 9.5 1回転強 10 

図４ 

図５ 
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Ⅴ．ケーブル引込器具を取付しないトップカバーねじ穴 4 ヶ所には、付属のプラグでねじ穴を封止してください。 

プラグにОリングが装着されていることを確認し、付属の六角スパナ（呼び10）を使用して、トップカバー

に取付けてください。取付の際には、Оリングが確実に潰され防水性能が確保されるようにしてください。 

（図2-1参照） 

 

配線は下図の回路ブロック図を参照してください。 

 

 

VMV3Lの場合の配線接続 

VMV5Lの場合の配線接続 

VMV7L～VMV11Lの場合の配線接続 
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トップカバーのヒンジに灯具本体を引っ掛けた後、引込

んだケーブルの電線を配線端子台（写真１参照）で接続

し、かつ、裸線が露出しないように完全に処理してくだ

さい。すべての配線が安全かつＬＥＤドライバーや配線

端子台上に被さっていないことを確かめてからトップカ

バーを閉じてください（写真２）。なお、配線接続作業

中は灯具本体が揺れないように注意してください。 

警告      灯具の落下に注意してください。 

・ 内部の配線が灯具本体とトップカバーの間で噛んでいな

いかを確認して灯具本体を閉じてください。 この時、

灯具本体のリング状の防水用パッキンが全周にわたって

均等に圧縮されていることを確認してください。 

・ 灯具本体の固定用ねじを締込んで、灯具本体をトップカバ

ーにしっかりと固定してください。 

（推奨トルク：3.4 N-m）写真3参照。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （配線キットについて） 

 端子台から配線を引き出したい場合は、付属の配

線キットを使用してください。（写真4参照） 

 （接地配線について） 

接地端子が容器外部と内部配線端子台に設けられて

います。必ず、いずれかで接地配線工事を行ってく

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

輸入元： クーパー・インダストリーズ・ジャパン株式会社 

 〒107-0052 東京都港区赤坂8-11-37 ユニゾ乃木坂ビル7F 

  TEL:03-6434-7873 

http://www.cooperindustries.jp/ 

                       販 売： ＩＤＥＣ株式会社 

      〒532-0004 大阪府大阪市淀川区西宮原2-6-64 

                    TEL:0120-992-336 

    携帯電話・PHSの場合、050-8882-5843 

                                 http://www.idec.com/jpja/productsupport/call_center.html 

写真4 配線キット使用例 

 

写真１ LEDドライバーハウジング内の 

配線端子台 

 

写真２ VMV11Lの内部配線例 

 

 

 

 

写真３ 

コネクタ（配線キット付属） 

 

( 
端子台 

 

( 

電線（配線キット付属） 

 

( 

TEL:03-6434-7873

